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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期
第２四半期
累計期間

第55期
第２四半期
累計期間

第54期
第２四半期
会計期間

第55期
第２四半期
会計期間

第54期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 2,206,4141,765,5202,060,9131,510,4297,764,446

経常利益又は経常損失（△）　（千

円）
△215,308△217,192 17,980 △51,762 61,578

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
△219,069△228,421 10,766 △54,001 42,258

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 885,697 885,697 885,697

発行済株式総数（株） － － 4,505,7574,505,7574,505,757

純資産額（千円） － － 2,497,2042,510,7512,759,981

総資産額（千円） － － 7,516,2127,237,4426,415,742

１株当たり純資産額（円） － － 567.80 570.94 627.62

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△49.81 △51.94 2.45 △12.28 9.61

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －  －  －  －

１株当たり配当額（円） － － － － 4.00

自己資本比率（％） － － 33.2 34.7 43.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
732,699 203,592 － － 388,265

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△4,984 38,139 － － △15,758

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△417,627△110,104 － － △394,574

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 570,787 370,259 238,632

従業員数（人） － － 77 78 76

　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２　第54期第２四半期会計期間及び第54期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がな

いため記載しておりません。

　　　　３　第54期第２四半期累計期間及び第55期第２四半期累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額については、潜在株式がなく、また、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　　　　４　関連会社がないため持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

　　　　５　従業員数は、就業人員数を表示しております。　　　　　
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。　

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 78 　

　（注）　従業員数は、就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社では、生産実績を定義することが困難であるため、記載しておりません。

　

(2）受注実績

　当第２四半期会計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

シーリング・防水事業部（千円）  871,767 －

リニューアル事業部（千円）  785,629 －

合計（千円）  1,657,396 －

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）売上実績

　当第２四半期会計期間の売上実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

シーリング・防水事業部（千円）  915,239 －

リニューアル事業部（千円） 595,190 －

合計（千円） 1,510,429 －

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．売上総額に対する割合が100分の10以上の主な相手先別の売上高及びその割合は、次のとおりでありま

す。　

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

売上高（千円） 割合（％） 売上高（千円） 割合（％）

鹿島建設株式会社 568,485 27.6 543,347 36.0

大成建設株式会社 422,756 20.5 253,154 16.8

株式会社竹中工務店　　 277,467 13.5 － －

　

(4）売上にかかる季節的変動について

　当社は、通常の事業の形態として第４四半期会計期間に完成する工事の割合が大きいため、第１四半期会計期間

から第３四半期会計期間と第４四半期会計期間との間には著しい相違があり、完成工事高については季節的変動

があります。
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（参考）工事種別の事業の状況は次のとおりであります。　

＜受注工事高、完成工事高、繰越工事高及び施工高＞

期別 工事種別
期首繰越
工事高
（千円）

期中受注
工事高
（千円）

計
（千円）

期中完成
工事高
（千円）

期末繰越工事高（千円） 期中
施工高
（千円）

手持工事高
うち施工高

（％）　（千円）

前第２四半期

会計期間

自　平成21年

７月１日

至　平成21年

９月30日

シーリング防水工事 3,806,599962,0494,768,648976,7053,791,94379.53,015,628870,271

メンブレン防水工事

等
753,667201,148954,81597,064857,75152.0 446,068181,118

リニューアル工事 2,204,601866,1423,070,743987,1442,083,59945.6 949,700718,803

計 6,764,8672,029,3398,794,2062,060,9136,733,29365.54,411,3961,770,192

当第２四半期

会計期間

自　平成22年

７月１日

至　平成22年

９月30日

シーリング防水工事 3,613,552719,5074,333,059849,5663,483,49378.52,732,870836,350

メンブレン防水工事

等
404,812152,220557,03264,288492,74483.2 409,806147,014

リニューアル工事 1,925,137785,6692,710,806596,5752,114,23145.7 965,224747,072

計 5,943,5011,657,3967,600,8971,510,4296,090,46867.44,107,9001,730,436

第54期

自　平成21年

４月１日

至　平成22年

３月31日

シーリング防水工事 2,600,7104,290,4496,891,1593,947,2272,943,93263.71,875,7573,770,001

メンブレン防水工事

等　
540,263635,8351,176,098797,556378,54245.3 171,341683,546

リニューアル工事 1,582,9392,846,0904,429,0293,019,6631,409,36637.2 524,9743,016,120

計 4,723,9127,772,37412,496,2867,764,4464,731,84054.42,572,0727,469,667

（注）１　前期以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額に増減があるものについては、期中受注工事高にそ

の増減額を含んでおります。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２　期末繰越工事高の施工高は未成工事支出金により手持工事高の施工高を推定したものであります。

３　期中施工高は（期中完成工事高＋期末繰越施工高－前期繰越施工高）に一致しております。

４　「メンブレン防水工事等」とは、塗膜防水、ウレタン防水、アスファルト防水等の工事であります。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の概況

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善や各種の政策効果などを背景に、企業収益の改善

が続く中で、景気は自律回復に向けた動きも見られましたが、雇用情勢が依然として厳しいことや、長引く円高・

株安や政策効果の息切れ、米欧をはじめ世界経済の減速など景気を押し下げる懸念材料も多く、先行き不透明な状

況が続きました。

　建設業界におきましては、住宅ローン減税、住宅エコポイント制度等の政策支援による住宅への関心の高まりは

みられるものの、公共投資の低落傾向に歯止めがかからず、企業の設備投資への慎重な姿勢が続いたことから、民

間投資も低い水準で推移しており、受注競争は一層激しさを増し経営環境は極めて厳しい状況が続いております。

　このような状況のなか、当社は「ＱＣＤＳＥを強化し受注競争を勝ち抜く！」との年度方針のもと、採算重視を

優先課題と位置付け選別受注による収益確保、事業部間の人員配置見直しによる業務効率化、販売費及び一般管理

費削減への継続取り組みなどの諸施策に取り組んでまいりました。

　その結果、当第２四半期会計期間の受注高は16億57百万円（前年同期比３億71百万円減）、完成工事高につきま

しては15億10百万円（前年同期比５億50百万円減）となりました。利益面につきましては、ほぼ当初の予想通りあ

りますが、営業損失は58百万円（前年同四半期は営業利益20百万円）、経常損失は51百万円（前年同四半期は経常

利益17百万円）、四半期純損失は54百万円（前年同四半期は四半期純利益10百万円）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

（シーリング・防水事業部）

　完成工事高は９億15百万円となり、セグメント利益は14百万円となりました。受注高につきましては、公共投

資、民間投資とも低水準で推移したことや、受注競争が熾烈を極めていることなどから８億71百万円となりまし

た。

（リニューアル事業部）

　完成工事高は５億95百万円となり、セグメント利益は40百万円となりました。受注高につきましては、リニュー

アル市場への参入業者が増え受注競争が厳しく７億85百万円となりました。

　

　なお、当社では第４四半期会計期間に完成する請負工事の割合が大きいため、第２四半期会計期間までの売上高

の通期の売上高に占める割合が著しく低くなっております。

　　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、第１四半期会計期間

末に比べて１億56百万円増加し３億70百万円（前事業年度末比55.1％増）となりました。当第２四半期会計期間

における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税引前四半期純損失の計上や未成工事支出金の増加等で資金減少もありましたが、未成工事受入金の増加等で資

金増加があり、20百万円（前年同期比31百万円の減少）のプラスとなりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資有価証券の取得等により、５百万円（前年同期比１百万円の増加）のマイナスとなりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の純増や長期借入れ等により、１億41百万円（前年同期比１億99百万円の増加）のプラスとなりまし

た。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は、３百万円であります。

　なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　特記事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,300,000

計 17,300,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,505,757 4,505,757

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 4,505,757 4,505,757 － －

　（注）第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱであります。

なお、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱは、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス及びＮＥＯとともに、新たに

開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所ＪＡＳ

ＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 4,505,757 － 885,697 － 1,261,600
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（６）【大株主の状況】

　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社操上 東京都練馬区貫井三丁目12番１号 900 19.97

株式会社苅谷 千葉県船橋市新高根六丁目14番15号 640 14.20

化研マテリアル株式会社 東京都港区西新橋二丁目35番６号 210 4.66

苅谷　純 千葉県船橋市 202 4.49

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 188 4.19

マサル協力企業持株会 東京都江東区佐賀一丁目９番14号 165 3.68

野口興産株式会社 東京都練馬区豊玉北二丁目16番14号 138 3.06

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 129 2.87

マサル従業員持株会 東京都江東区佐賀一丁目９番14号 117 2.60

菅野産業株式会社 東京都練馬区富士見台三丁目５番20号 108 2.40

計 － 2,798 62.12

　（注）上記のほか、自己株式が108千株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数 (株) 議決権の数 (個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式 (自己株式等) － － －

議決権制限株式 (その他) － － －

完全議決権株式 (自己株式等)
 (自己保有株式)

普通株式    108,000
－ －

完全議決権株式 (その他) 普通株式  4,380,000 4,380 －

単元未満株式 普通株式     17,757 － －

発行済株式総数           4,505,757 － －

総株主の議決権 － 4,380 －

　 　

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
　株式数
（株）

他人名義所有
　株式数
（株）

所有株式数の　
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社マサル

東京都江東区佐賀
一丁目９番14号

108,000 － 108,000 2.40

計 － 108,000 － 108,000 2.40
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 270 265 281 281 276 255

最低（円） 255 255 250 257 244 233

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14

号）に準じて記載しております。 

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを

受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんで、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 796,579 714,933

受取手形・完成工事未収入金 1,367,326 2,061,165

未成工事支出金 ※2
 3,657,332

※2
 2,274,418

材料貯蔵品 7,038 6,344

その他 212,232 138,640

貸倒引当金 △687 △1,034

流動資産合計 6,039,822 5,194,468

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 196,708

※1
 204,932

土地 551,163 551,163

その他（純額） ※1
 13,307

※1
 14,407

有形固定資産計 761,180 770,504

無形固定資産

ソフトウエア 1,778 2,334

その他 27,462 28,450

無形固定資産計 29,241 30,784

投資その他の資産

投資有価証券 146,682 154,220

その他 351,566 356,816

貸倒引当金 △91,050 △91,050

投資その他の資産計 407,198 419,986

固定資産合計 1,197,619 1,221,274

資産合計 7,237,442 6,415,742
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 1,036,591 1,114,688

短期借入金 430,000 489,000

1年内返済予定の長期借入金 221,816 285,900

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

未払法人税等 4,306 6,759

未成工事受入金 2,247,067 1,010,845

賞与引当金 36,000 44,000

工事損失引当金 ※2
 27,656

※2
 12,717

完成工事補償引当金 9,615 3,090

その他 40,774 45,969

流動負債合計 4,153,827 3,112,969

固定負債

社債 270,000 320,000

長期借入金 225,984 143,500

負ののれん 3,494 3,993

その他 73,383 75,298

固定負債合計 572,862 542,792

負債合計 4,726,690 3,655,761

純資産の部

株主資本

資本金 885,697 885,697

資本剰余金 1,261,600 1,261,600

利益剰余金 409,063 655,075

自己株式 △38,612 △38,612

株主資本合計 2,517,748 2,763,760

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,996 △3,779

評価・換算差額等合計 △6,996 △3,779

純資産合計 2,510,751 2,759,981

負債純資産合計 7,237,442 6,415,742
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

完成工事高 ※
 2,206,414

※
 1,765,520

完成工事原価 ※
 2,054,508

※
 1,634,059

完成工事総利益 151,905 131,460

販売費及び一般管理費

役員報酬 49,012 49,380

従業員給料手当 145,372 140,796

賞与引当金繰入額 28,175 28,908

減価償却費 9,445 8,912

その他 134,056 133,484

販売費及び一般管理費合計 366,063 361,482

営業損失（△） △214,157 △230,021

営業外収益

受取利息 869 733

受取配当金 825 876

材料報奨金 12,205 10,688

負ののれん償却額 499 499

その他 12,012 14,176

営業外収益合計 26,412 26,973

営業外費用

支払利息 11,754 9,230

手形売却損 6,013 1,767

社債発行費 5,217 －

その他 4,576 3,146

営業外費用合計 27,562 14,144

経常損失（△） △215,308 △217,192

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,074 347

役員賞与引当金戻入額 2,000 －

長期未払金戻入額 10,899 －

特別利益合計 13,974 347

特別損失

固定資産除却損 － 2,867

投資有価証券評価損 － 10,713

抱合せ株式消滅差損 16,256 －

特別損失合計 16,256 13,580

税引前四半期純損失（△） △217,590 △230,425

法人税、住民税及び事業税 1,970 1,975

法人税等調整額 △490 △3,979

法人税等合計 1,479 △2,003

四半期純損失（△） △219,069 △228,421
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

完成工事高 ※
 2,060,913

※
 1,510,429

完成工事原価 ※
 1,858,508

※
 1,395,229

完成工事総利益 202,404 115,200

販売費及び一般管理費

役員報酬 24,690 24,690

従業員給料手当 74,598 70,758

賞与引当金繰入額 14,484 14,454

減価償却費 4,765 4,465

その他 63,843 59,519

販売費及び一般管理費合計 182,382 173,886

営業利益又は営業損失（△） 20,022 △58,686

営業外収益

受取利息 406 419

材料報奨金 5,615 5,123

負ののれん償却額 249 249

その他 6,500 7,740

営業外収益合計 12,771 13,533

営業外費用

支払利息 4,772 4,596

手形売却損 2,261 777

社債発行費 5,217 －

その他 2,564 1,236

営業外費用合計 14,814 6,610

経常利益又は経常損失（△） 17,980 △51,762

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 23

特別利益合計 － 23

特別損失

固定資産除却損 － 2,102

投資有価証券評価損 － 10,713

特別損失合計 － 12,815

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 17,980 △64,554

法人税、住民税及び事業税 985 985

法人税等調整額 6,228 △11,538

法人税等合計 7,213 △10,553

四半期純利益又は四半期純損失（△） 10,766 △54,001
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △217,590 △230,425

減価償却費 9,537 8,960

負ののれん償却額 △499 △499

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,074 △347

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,000 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,108 △8,000

工事損失引当金の増減額（△は減少） 32,864 14,938

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 908 6,525

受取利息及び受取配当金 △1,695 △1,609

支払利息 11,754 9,230

社債発行費 5,217 －

長期未払金戻入額 △10,899 －

有形固定資産除却損 － 2,867

投資有価証券評価損益（△は益） － 10,713

抱合せ株式消滅差損益（△は益） 16,256 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,417,454 693,839

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,425,579 △1,382,913

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 1,184 △694

その他の流動資産の増減額（△は増加） △60,874 △70,925

仕入債務の増減額（△は減少） △170,331 △73,285

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,225,662 1,236,222

その他の流動負債の増減額（△は減少） △9,724 △12,265

営業保証金の返還による収入 － 14,127

その他 2,986 △3,428

小計 807,448 213,030

利息及び配当金の受取額 2,495 1,885

利息の支払額 △11,159 △9,004

法人税等の支払額 △66,085 △2,320

営業活動によるキャッシュ・フロー 732,699 203,592

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 50,000

有形固定資産の取得による支出 － △846

投資有価証券の取得による支出 － △6,500

貸付金の回収による収入 1,803 1,283

会員権の償還による収入 2,650 －

保険積立金の積立による支出 △10,502 △10,043

保険積立金の解約による収入 － 4,599

敷金及び保証金の差入による支出 － △360

敷金及び保証金の回収による収入 1,420 25

その他 △356 △18

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,984 38,139
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △127,000 △59,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △436,200 △181,600

社債の発行による収入 194,522 －

社債の償還による支出 △30,000 △50,000

リース債務の返済による支出 △1,101 △1,914

自己株式の取得による支出 △252 －

配当金の支払額 △17,596 △17,590

財務活動によるキャッシュ・フロー △417,627 △110,104

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 310,087 131,627

現金及び現金同等物の期首残高 245,048 238,632

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

15,651 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 570,787

※
 370,259
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており

ます。

　これによる、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響はあ

りません。

　　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりました

「有形固定資産の取得による支出」は明瞭性を高めるため、当第２四半期累計期間より区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「有形固定資産の取得

による支出」は△292千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用し

て貸倒見積高を算定しております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却について

は、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事

業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用す

る方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 389,005千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 384,016千円

※２　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工事

損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しておりま

す。

　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産の

うち、工事損失引当金に対応する額は、未成工事支出

金27,656千円であります。

※２　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と工事

損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しておりま

す。

損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産

のうち、工事損失引当金に対応する額は、未成工事支

出金12,717千円であります。

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　当社は、通常の事業の形態として第４四半期会計期間に

完成する工事の割合が大きいため、第１四半期会計期

間から第３四半期会計期間と第４四半期会計期間との

間には著しい相違があり、完成工事高及び完成工事原

価については季節的変動があります。

※　当社は、通常の事業の形態として第４四半期会計期間に

完成する工事の割合が大きいため、第１四半期会計期

間から第３四半期会計期間と第４四半期会計期間との

間には著しい相違があり、完成工事高及び完成工事原

価については季節的変動があります。

 

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　当社は、通常の事業の形態として第４四半期会計期間に

完成する工事の割合が大きいため、第１四半期会計期

間から第３四半期会計期間と第４四半期会計期間との

間には著しい相違があり、完成工事高及び完成工事原

価については季節的変動があります。

※　当社は、通常の事業の形態として第４四半期会計期間に

完成する工事の割合が大きいため、第１四半期会計期

間から第３四半期会計期間と第４四半期会計期間との

間には著しい相違があり、完成工事高及び完成工事原

価については季節的変動があります。

 　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年９月30日) (平成22年９月30日)

現金預金勘定 1,047,088千円

預入期間が３か月を超える定期
預金等

△476,301千円

現金及び現金同等物 570,787千円

 

現金預金勘定 796,579千円

預入期間が３か月を超える定期
預金等

△426,320千円

現金及び現金同等物 370,259千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22

年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　4,505,757株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　108,192株　

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
 (決議)

株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月23日
定時株主総会

普通株式 17,590 4.0平成22年3月31日平成22年6月24日 利益剰余金

　　

（金融商品関係）

　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

デリバティブ取引は、当社の事業の運営において重要なものではないため、記載しておりません。

　

（持分法損益等）

　当社は関連会社がないため該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、 シーリング・防水事業部及びリニューアル事業部の２事業部により構成されていることから、各

事業部を報告セグメントとしております。　

　「シーリング・防水事業部」は、主に新築建物のシーリング防水工事、メンブレン防水工事等の施工を請

け負っております。「リニューアル事業部」は、主に建物の劣化・老朽化の状況を調査・診断し、修繕・改

修の施工を請け負っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
 調整額
（注）１　

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

シーリング・
防水事業部

リニューアル
事業部　

 計

売上高      

外部顧客への売上高 924,283841,236　 1,765,520　 －　 1,765,520　

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　 －　 －　 －　 －　

計 924,283　 841,236　 1,765,520　 －　 1,765,520　

セグメント利益又は損失（△） △24,297　 41,861　 17,564　 △247,585　 △230,021　

 　

当第２四半期会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
 調整額
（注）１　

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

シーリング・
防水事業部

リニューアル
事業部　

 計

売上高      

外部顧客への売上高 915,239595,190　 1,510,429　 －　 1,510,429　

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　 －　 －　 －　 －　

計 915,239　 595,190　 1,510,429　 －　 1,510,429　

セグメント利益又は損失（△） 14,964　 40,989　 55,953　 △114,639　 △58,686　

 (注) １．セグメント調整額の内容は以下の通りであります。

（単位：千円）

 当第２四半期累計期間 当第２四半期会計期間

全社費用※ △247,585 △114,639

合計 △247,585 △114,639

　※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

（追加情報）

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。
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（賃貸等不動産関係）

賃貸等不動産関係は、重要性が乏しいため記載を省略しております。　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 570.94円 １株当たり純資産額 627.62円

　

２．１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △49.81円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がなく、また、１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △51.94円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がなく、また、１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失（千円） △219,069 △228,421

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △219,069 △228,421

期中平均株式数（株） 4,398,226 4,397,565

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2.45円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △12.28円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がなく、また、１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 10,766 △54,001

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
10,766 △54,001

期中平均株式数（株） 4,398,028 4,397,565
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引にかかる方法に準じて処理を行っておりますが、当第２

四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載してお

りません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

株式会社マサル

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 池内　弘志　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　幹也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マサルの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第54期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マサルの平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　 ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月11日

株式会社マサル

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　幹也　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石戸　喜二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マサルの

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第55期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的

手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マサルの平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　 ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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